
年度 2009  学期 前期 曜日・校時    火４     必修選択  選択 単位数  ２ 

授業科目/(英語名) 経済と経営 (国際貿易体制史と米国) 
Economics and Business（World Trade System History and U.S.） 

対象年次 1･2 年次 講義形態 講義 教室  

対象学生(クラス等)  全学部            科目分類 人文・社会科学科目 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 
担 当 教 員 ：  小 山 久 美 子  /E ﾒ ｰ ﾙ ｱ ﾄ ﾞ ﾚ ｽ :k-koyama@nagasaki-u.ac.jp  / 研 究 室 : 経 済 学 部 本 館 608  /  

オフィスアワー： 毎週木曜日１時 50 分～2 時 30 分 または授業終了後に教室で受け付ける 

担当教員(オム
ニバス科目等) 

 
 

授業のねらい/授業方法（学習指導法）/授業到達目標
授業のねらい： 
我々の生活にとって国際貿易は必要不可欠である。国際貿易の自由化を推進してきた体制、組織の歴史を、米国を軸に考
察する。また、現在の世界貿易機関（WTO）に関して、諸問題も考えていく。 
授業方法： 
2 冊の教科書を使用し、それらに沿って主として講義形式で行うが、受講学生の参加が求められる場合もある。授業で扱う事
項のほか、補足的な事項についても、予習、復習、ならびに原則として毎回提出の課題を通じての学習が必要である。 
授業到達目標： 
国際貿易に関し、その体制史について自分の言葉で説明できるようにする。そして、国際貿易問題に関して自分なりの問題
意識を持ち、考えることができるようにする。 
 

授業内容(概要) /授業内容(毎週毎の授業内容を含む) 
授業内容（概要） 
第二次大戦後、国際貿易体制は、米国主導のもと、ＧＡＴＴにより支えられてきた。現在はＧＡＴＴを引き継いだＷＴＯが存在
している。だが、ＷＴＯには様々な批判が寄せられている。ＷＴＯは世界にとり重要な国際機関であるが、推進者の検討のみ
ならず、どのような批判的議論があるのかも考察していく。 
 
第１回   講義ガイダンス （進め方・成績評価など）、保護貿易主義と自由貿易主義 
第２回   第二次大戦後の国際貿易体制、関税と貿易に関する一般協定（ＧＡＴＴ）設立 
第３回   ＧＡＴＴの成果、数々の多国間交渉（ラウンド） 
第４回   世界貿易機関（ＷＴＯ）の設立へ向けて －ウルグアイ・ラウンド－ 
第５回   ＷＴＯ －新分野、新たなトレンド－ 
第６回   ＷＴＯ －新たな変化、紛争処理機能など- 
第７回   ＷＴＯ 推進者 （１） 歴史的経緯を含む 
第８回   ＷＴＯ 推進者 （２）     “ 
第９回   ＷＴＯ 推進者 （３）     “ 
第１０回  ＷＴＯへの反対 －米国内－ 
第１１回  ＷＴＯ問題 －途上国の立場－ 
第１２回  ＷＴＯ問題 －二国間・地域主義- （１） 
第１３回  ＷＴＯ問題 －二国間・地域主義－（２） 
第１４回  近年の状況、今後の展望 
第１５回  まとめ 
 
（毎回の講義内容は、進行状況などにより変更の場合がある） 
 

キーワード 国際貿易体制、歴史、米国

教科書・教材・参考書 
 
 
 

教科書）村上直久『ＷＴＯ』平凡社、2001 年。石見尚・野村かつ子『ＷＴＯ－ シアトル以後』緑風出
版、2004 年。 
 

成績評価の方法・基
準等 

 
授業貢献度 （平常学習状況、授業内の提出課題学習など ７０％） 
最終試験 3０％ 
 

受講要件(履修条件) 毎回、真摯に学習に取り組むことができる学生（遅刻、退出、飲食、私語不可） 
 

本科目の位置づけ 

/学習・教育目標 

 
 

備考(準備学習等) 予習、復習が必要である。 

 


